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は じ め に

奈良県教育委員会においては、平成２８年３月に策定された奈良県教育振興大綱に基

づき、栄養教諭等が中核となり、学校給食を「生きた教材」として活用しながら食育を

推進するとともに、食に関する指導を充実させるため、学校給食における地場産物の積

極的な活用を進めています。また、平成３０年３月には、第３期奈良県食育推進計画が

策定され、基本方針の一つである『次世代の健全な食習慣形成のための食育』に重点を

置き、地場産物等の活用や学校給食における野菜使用量の増加を図るなど学校給食を生

かした食育の推進を図っています。

奈良県教育委員会では、平成２９年度・平成３０年度の２年間、文部科学省の委託事

業「社会的課題に対応するための学校給食の活用事業」を受け、河合町をモデル地域に

指定し、「地産地消の推進」及び「伝統的食文化の継承」の２つの課題を研究テーマと

して関係部局や関係団体と連携しながら取り組んでまいりました。

本報告書は、事業の実践と成果等をまとめたものであり、多くの貴重な研究実践が掲

載されています。本報告書を御活用いただき、学校給食を通して学校・地域がつながり、

地域の食育が一層充実することを願っています。

終わりに、本事業の推進にあたり、御指導、御協力をいただきました推進会議委員、

関係機関の皆様に深く感謝申し上げます。

平成３１年２月

奈良県教育委員会事務局保健体育課

課 長 栢 木 正 樹





 

 

社会的課題に対応するための学校給食の活用事業について
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①　「社会的課題に対応するための学校給食の活用事業」推進会議
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② 奈良県の取組 ―成果と課題―

地場産物等実態調査

・栄養週報に合わせ、６月・１１月の第３週

・地場産物だけでなく、県内製造品を含んだ奈良県独自の調査指標

平成２９年度 １８．３％ ⇒ 平成３０年度 １９．７％

奈良県産野菜の活用促進 ―農林部マーケティング課やＪＡならけんとの連携―

学校給食における「ＪＡならけん取り扱い奈良県産野菜」

・平成２８年度にモデル地区を設定し、収穫可能な大根を実施した。また、平成

２９年度は、県内の市町村でキャベツの購入につなげた。

・今年度は、３９市町村及び特別支援学校９校に対して、キャベツ、大根（平成

３０年度産）、玉ねぎ（平成３１年度産）の購入希望を調査し、農林部マーケ

ティング課がとりまとめ、ＪＡならけんを通じ、生産者へ作付けを依頼した。

・１月末に平成２８年度モデル地区を中心に「学校給食における地場産物活用に

係る地域連絡会」を開催し、これまでの取組の課題や今後の安定供給に向けて

協議した。

評 価 指 標
奈良県産食材を活用した郷土料理の大量調理レシピの開発

現状値：１０品（平成２９年度モデル地域）→目標値：現状値以上

評 価 方 法 郷土料理活用献立の実施割合

実践内容（方法）

○ 学校給食への郷土料理の活用促進

○ 開発レシピの活用と学校給食レシピ集（行事食）の作成

○ 奈良県学校給食週間での紹介

○ モデル地域の小・中学校における食に関する指導の実施

４

奈
良
県
の
取
組

 研究開発テーマ（伝統的食文化の継承）

平成２９年度
大根・玉ねぎ

３町 モデル地区
キャベツ 

１１市町村で購入 

平成２８年度
大根 

３町 モデル地区  

平成３０年度
キャベツ・大根 

２０ 市町村・特別支援学校
玉ねぎ

１４ 市町村・特別支援学校
 

②　奈良県の取組　―成果と課題―
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② 奈良県の取組 ―成果と課題―

地場産物等実態調査

・栄養週報に合わせ、６月・１１月の第３週

・地場産物だけでなく、県内製造品を含んだ奈良県独自の調査指標

平成２９年度 １８．３％ ⇒ 平成３０年度 １９．７％

奈良県産野菜の活用促進 ―農林部マーケティング課やＪＡならけんとの連携―

学校給食における「ＪＡならけん取り扱い奈良県産野菜」

・平成２８年度にモデル地区を設定し、収穫可能な大根を実施した。また、平成

２９年度は、県内の市町村でキャベツの購入につなげた。

・今年度は、３９市町村及び特別支援学校９校に対して、キャベツ、大根（平成

３０年度産）、玉ねぎ（平成３１年度産）の購入希望を調査し、農林部マーケ

ティング課がとりまとめ、ＪＡならけんを通じ、生産者へ作付けを依頼した。

・１月末に平成２８年度モデル地区を中心に「学校給食における地場産物活用に

係る地域連絡会」を開催し、これまでの取組の課題や今後の安定供給に向けて

協議した。

評 価 指 標
奈良県産食材を活用した郷土料理の大量調理レシピの開発

現状値：１０品（平成２９年度モデル地域）→目標値：現状値以上

評 価 方 法 郷土料理活用献立の実施割合

実践内容（方法）

○ 学校給食への郷土料理の活用促進

○ 開発レシピの活用と学校給食レシピ集（行事食）の作成

○ 奈良県学校給食週間での紹介

○ モデル地域の小・中学校における食に関する指導の実施

４

奈
良
県
の
取
組

 研究開発テーマ（伝統的食文化の継承）

平成２９年度
大根・玉ねぎ

３町 モデル地区
キャベツ 

１１市町村で購入 

平成２８年度
大根 

３町 モデル地区  

平成３０年度
キャベツ・大根 

２０ 市町村・特別支援学校
玉ねぎ

１４ 市町村・特別支援学校
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③　「社会的課題に対応するための学校給食の活用事業」報告会
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モデル地域の取組
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１、河合町の概要 
 

＊人口 約２万人 
＊面積 約８．２３平方キロメートル 

 
町の歴史は古く、約 年前の旧石器時代から

人々の生活の痕跡が見られ、縄文時代以降は各時代

の遺跡が残されています。大規模ぶどう園づくりは、

町の本格的な開拓事業とともに、大正期に始まり、

現在もぶどうは町の特産物です。歴史遺産を保存し、

豊かな自然環境と調和をはかりながら、大都市圏に

アクセスしやすい住宅都市として発展しています。 
 
２、河合町の学校給食 
 

＊学校数 ５校（小学校３校 中学校２校） 
＊児童生徒数 １，１３４名（児童数 ７４３名 生徒数 ３９１名） 
＊栄養士配置状況 県費栄養教諭 １名（河合第三小学校） 

町費栄養士 １名（河合町教育委員会） 
＊調理場 河合第一小学校・第一中学校 ⇒ 自校調理方式、民間委託

河合第二小学校・第二中学校 ⇒ 自校調理方式、直営方式

河合第三小学校・ ⇒ 自校調理方式、直営方式

 
３、取組実践校 

河合町立河合第三小学校 
児童数 １８５名 
教職員数 ２１名 

 
心豊かな子 
よく考える子 
強い体の子 

河合町の概要

河
合
町
の
現
状

 

めざす児童像

「やさしく」　　「かしこく」　　「たくましく」
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１、河合町の概要 
 

＊人口 約２万人 
＊面積 約８．２３平方キロメートル 

 
町の歴史は古く、約 年前の旧石器時代から

人々の生活の痕跡が見られ、縄文時代以降は各時代

の遺跡が残されています。大規模ぶどう園づくりは、

町の本格的な開拓事業とともに、大正期に始まり、

現在もぶどうは町の特産物です。歴史遺産を保存し、

豊かな自然環境と調和をはかりながら、大都市圏に

アクセスしやすい住宅都市として発展しています。 
 
２、河合町の学校給食 
 

＊学校数 ５校（小学校３校 中学校２校） 
＊児童生徒数 １，１３４名（児童数 ７４３名 生徒数 ３９１名） 
＊栄養士配置状況 県費栄養教諭 １名（河合第三小学校） 

町費栄養士 １名（河合町教育委員会） 
＊調理場 河合第一小学校・第一中学校 ⇒ 自校調理方式、民間委託

河合第二小学校・第二中学校 ⇒ 自校調理方式、直営方式

河合第三小学校・ ⇒ 自校調理方式、直営方式

 
３、取組実践校 

河合町立河合第三小学校 
児童数 １８５名 
教職員数 ２１名 

 
心豊かな子 
よく考える子 
強い体の子 

河合町の概要
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チームで取り組むことが大きな成果に！

平成２９年度・平成３０年度の２年間「社会的課題に対応 
するための学校給食活用」事業を受託し、ワーキング会議を 
立ち上げ、生産者・加工業者・ＪＡ・行政・学校給食関係職 
員が一丸となり地産地消の推進に取り組んだ結果、下記の成 
果が得られた。 
 
取組開始以前

地場産物活用実態 

調査月 地場産物活用率 県内製造品を含む 

平成２８年１１月 ８．０％ ２１．０％ 

（品目ベース） 
 
 
取組１年目（平成２９年度）

地場産物活用実態 

調査月 地場産物活用率 県内製造品を含む 

平成２９年１１月 ２５．３％ ３３．３％

（品目ベース） 
 
 
取組２年目（平成３０年度）

地場産物活用実態 

調査月 地場産物活用率 県内製造品を含む 

平成３０年１１月 ２３．０％ ３０．０％

（品目ベース） 
 

地産地消の推進 

地
産
地
消
の
推
進

 

地産地消の推進 地場産物活用の実態
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生産者と協議を重ね、使用頻度・使用量ともに大きく増加！

河合町の学校給食で取り扱う地場産物の大部分は、河合町地域活性課が運営する農産

物直売所「まほろば夢市」から納品される。ワーキング会議を通して、地域の生産者の

方々と協議を重ね、使用回数や使用量の拡大に努めてきた。お互いの事情を理解し合い、

解決策を見いだす貴重な機会となった。

成果につながった協議内容

＊地域活性課を通じて生産者に対し事前に献立例を示し、 
いつ・どんな食材が・どれくらい必要かを具体的に提示す 
ることにより、計画的な栽培につなげる。 
＊収穫時期がずれた場合でも対応可能とするために、同じ 
食材を使った献立を１～２週間の間隔で取り入れておく。 
（対応例）えんどう豆の使用について 

５月１０日（木）高野豆腐の卵とじ（えんどう豆は八百屋から納品予定） 
５月１７日（木）えんどう豆ごはん（町内産を予定） 
５月２８日（月）ポークビーンズ（一般物資納入業者の冷凍グリンピースを納品予定） 
⇒５月１７日に収穫が合わなければ、１０日や２８日と納入業者を入れ替えること

ができるようにした。 
取組の成果

◆たまねぎ 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

使用月 ５月～７月 ５月～９月 ５月～１０月 

使用回数 １８回 ３４回 ２９回 

使用量 ３１８．７ｋｇ ８１２．６ｋｇ ６３７．４ｋｇ 

◆じゃがいも

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

使用月 ６月～９月 ５月～９月 ５月～９月・１月

使用回数 １１回 ９回 １４回

使用量 ２８４．１ｋｇ ２５６．０ｋｇ ４３０．０ｋｇ

地産地消の推進 

地
産
地
消
の
推
進

 

地産地消の推進
地場産物の
使用回数・使用量の実態
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大和の伝統野菜を使った、県内加工の奈良漬を開発！

奈良県の特産物である奈良漬が、これまで以上に子どもたちの身近な食材となること

を目的に、奈良県内の業者に河合町産のきゅうりを使った奈良漬の開発を依頼し、学校

給食に取り入れた。 
【平成２９年度】

＊河合町産のきゅうりを奈良市内の業者で奈良漬に加工した。 
＊奈良漬を使用した新たなメニューを開発した。 
 
 
 
 
 
 

奈良漬ビビンバ 
 
 
 
 
【平成３０年度】

＊きゅうりを大和の伝統野菜である「大和三尺きゅうり」に変更した。 
水分が少ないきゅうりに変更することで、出来上がりの重量を増やすことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地産地消の推進 

大和三尺きゅうりを使用することで、大

和の伝統野菜について学習することにつな

げることができました。 

奈良県には特産品としてＰＲしている大和の伝統野菜があります。大和の伝統野

菜である大和三尺きゅうりは水分が少なく奈良漬に適した食材です。このきゅうり

を使用することで、子どもたちが大和の伝統野菜を学ぶ機会につながりました。 

地
産
地
消
の
推
進

 

地産地消の推進 奈良漬の開発
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地産地消の推進 一次加工開発
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地産地消の推進 加工品の開発
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地産地消の推進 県内の食材を発掘！
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地産地消の推進 食に関する指導
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伝統的食文化の
継承

実態把握
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アンケート結果について

１、古くから伝わる年中行事や行事食を大切にし、受け継いでいくことは大切だと思います

か？ はい（１０１名） ・ いいえ（１名） 
２、学校における食育活動の中で取り組んでほしいと思いますか？ 

思う（１０１名） ・ 思わない（１名） 
３、次の行事にまつわる行事食で知っているものを記入してください。（上位５つを掲載） 

行 事 行 事 食 名 行事食の実施について 

正 月 
おせち ９７名 
雑煮 ６２名 お屠蘇 ３名 
餅（鏡餅含む）８名 ぜんざい ２名  

している ・ していない 
９３名 ９名 

人日の節句 
七草がゆ ２５名 
茶がゆ １名 小豆がゆ １名 

している ・ していない 
１７名 ８５名 

節 分 
恵方巻き ８４名 いわし ３８名 
福豆 ４２名 すまし汁 １名 

している ・ していない 
９０名 １２名 

上巳の節句 
ちらし寿司 ７６名 
ひなあられ ２４名 菱餅 １１名 
お吸い物（蛤）２０名 甘酒 ３名  

している ・ していない 
６９名 ３３名 

端午の節句 
柏餅 ６７名 よもぎ団子 １名 
ちまき ３８名 ちらし寿司 ４名  

している ・ していない 
６４名 ３８名 

お月見 
月見団子 ７５名 餅 １名 
里芋 ９名 おむすび １名  

している ・ していない 
４３名 ５９名 

冬 至 
かぼちゃ ５５名 冬瓜 ３名 
柚 １４名 七種 １名  

している ・ していない 
４５名 ５７名 

４、奈良県の郷土料理「七色おあえ」について答えてください。 
いつ食べられる料理でしょうか？ （正解 ５名 ・ 不正解 ９７名） 
家庭で実施したことはありますか？ （ある １名 ・ ない １０１名） 

５、下の絵の飾りについて答えてください。 
何という名前でしょうか？ （正解 ８名 ・ 不正解 ９４名） 
いつ飾りますか？ （正解 ６２名 ・ 不正解 ４０名）  
家庭で飾っていますか？ 

（ 飾っている ・ 飾っていない ・昔はしていたが今はしていない ） 
６名 ８５名 １１名 

 
 
 
 
 

調査の結果から、保護者や教職員は食文化を受け継ぐことの重要性は大いに感じて

おり、学校で行う食育活動に対する期待も高いことがうかがえます。一方で家庭での

実施状況や知識面においての課題を見つけることができました。そこで、今年度は実

施率が低い行事に着目して親子料理教室を企画しました。 
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伝統的食文化の
継承

食に関する指導
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伝統的食文化の
継承

親子料理教室
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伝統的食文化の
継承

近隣栄養士との連携
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